




30 年に亘る教員生活の最初の 5 年間をお世話になった思い出深い職場で







1989 年に赴任された学科創設メンバーの佐藤進先生が、わずか 1 年で母
校の東京都立大学に戻られることになり、間を置かず後任の採用が必要に

















































































































































勤講師を辞めてからはお目にかかることも少なくなったが、2011 年 12 月
に講演で訪れた台湾・成功大学で、鈴木さんも滞在中だと伺った。何と中
国語で落語を一席口演された由。台南駅近くのシャングリラ・ホテルのロ
ビーでコーヒーをご一緒しながら久闊を叙したが、それももう 10 年前の
ことになる。「初期の中国語学科の教員としての回想を」という鈴木さん
からの言伝に甘えて、あまりご本人とは関わりのない話をとりとめなく書
き連ねたことは申し訳なく、失礼をお詫び申し上げたい。
　5 年という短い在職であったが、振り返ると本当に濃密で恵まれたスタ
ート期間だった。鈴木さんをはじめ、当時御一緒させていただいた先生方
に、改めて御礼申し上げる。ありがとうございました。
